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■ 例会⽇︓毎週⽊曜 PM12:30より
■ 例会場︓ホテル三浦華園
■ 住 所︓滝川市花⽉町1-2-26
■ 電 話︓(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ︓(0125)-24-2755
■ メール︓takikawarc@gmail.com
■ WebSite︓www.rotary.gr.jp

幹事報告
1. 地区より、5月31日(土)に開催される

日台ロータリー親善会議 札幌大会のご案

内が届いております。ご参加をご希望の

方は事務局か幹事へご連絡をお願い致し

ます。

委員会報告・同好会報告
1.親睦委員会　川口委員長より本日と

3/13の木曜ﾌｫｰﾗﾑのご案内

2.麻雀同好会高山会長より2/21冬の麻雀

大会のご案内

3.ﾆｺﾆｺBOX委員会　浮田委員長より　①前

野保険事務所で投資ｾﾐﾅｰが開催された件　

②不動産に関する無料相談会が開催さ

れ、神部会員と渡邉会員のお父様がﾌﾟﾚｽに掲載された件　③ﾌﾟﾗﾀ

ﾅｽに河戸会員、荒川会員の会社、自己紹介の記事が掲載された件　

④竹田会員、上田会員、宮崎会員、村田会員、杉山会員、篠島会

員がﾒﾝﾊﾞｰの、瀧の誉復活を祝う会掲載の記事の紹介　

4.ﾛｰﾀﾘｰの友誌委員会　吉田委員長より2月号ﾛｰﾀﾘｰの友誌の紹介

⿇雀⼤会
西田会長年度、冬の麻雀大会が2/21開催

されました。一進一退の戦いを勝ち抜き

優勝旗を手にしたのは芦崎会員でした。

おめでとうございます。準優勝:高山会員

３位:神部しのぶ会員お疲れ様でした。

前回のプログラム [ IMFR滝川メンバー活動報告 ]

－ －
【ロータリー情報委員会担当例会】

竹田行宏会員

IMFRとは｢国際ﾓｰﾀｰｻｲｸﾘｽﾄﾛ

ｰﾀﾘｱﾝ親睦会｣の事で、富良

野RCの松田PGが5年前に声

を上げ発足しました。現在

は200名を超える会員にな

っています。全国のﾊﾞｲｸ好

きのﾛｰﾀﾘｱﾝがﾛｰﾀﾘｰの仲間

とﾊﾞｲｸを楽しみたいとの思

いで作られた会です。今年に入り国際ﾛ^ﾀﾘｰからIMFRの世界の会

長のｵﾌｧｰが日本に来ています。入井会員ﾁｬﾝｽがあれば是非なって

頂きたいと思っています。現在の滝川のﾒﾝﾊﾞｰは9名となっていま

す。昨年は第1回目の全国大会を旭川の地で開催しました。全国

から70名の参加を頂きました。皆様も自分のｽｷﾙに合った活動に

参加して頂きﾛｰﾀﾘｰだからこそ味わえる体験を味わってみてくだ

さい。最後に懇親会の様子、ﾂｰﾘﾝｸﾞのﾋﾞﾃﾞｵ動画等を鑑賞させて

頂きました。

⽊曜ﾌｫｰﾗﾑ
2/20木曜ﾌｫｰﾗﾑは桜井会員の卓話から始ま

り、遥さんの「ﾁｰｽﾞﾌｫﾝﾃﾞｭ」、ｽﾉｰﾄﾞﾛｯﾌﾟ

さんの「おでん」に舌鼓を打ちながら楽

しく美味しい時間を過ごしました。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）
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渡邉要⼀郎

編集／クラブ会報委員会  発⾏⽇︓令和7年03⽉05⽇

出席報告   2⽉20⽇
会員数 病⽋ 免除 出席 ⽋席 出席率

80名 2名 7名 54名 26名 73%

■ﾒｲｸｱｯﾌﾟ︓ ⼊井会員 地区⽶⼭委員⻑引継ぎ会議

【 今週の寄付 】（敬称略）
◆⽶⼭︓ 累計 949,000円
◆財団︓ 累計 8,445＄

第3436回 例会報告 令和7年2⽉20⽇（⽊）
会⻑挨拶

先週の12日、進行性核上性麻痺のため五十嵐威暢(いがらしたけのぶ) 彫刻家・ﾃﾞｻﾞｲﾅｰが札幌市内の病院でご逝

去されました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。皆様もご存知のとおり故五十嵐威暢氏は滝川市出身で、五

十嵐太郎吉氏とは親戚にあたります。私たちに身近な作品としては、滝川市一の坂西公園の「にょきにょき」や

JR札幌駅の「星の大時計」そして三浦華園館内等があり、新十津川町応援大使を務められていた時旧吉野小学校

を改修し、(社)五十嵐威暢美術館かぜのびが運営するｱﾄﾘｴ+ｷﾞｬﾗﾘｰを開設され、今も冬期間を除き一般公開され

ています。当ｸﾗﾌﾞは、昨年のそらぷちｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで、かぜのびｽﾀｯﾌの方々にお手伝いを頂くなどお世話になり、今年の4月に五十嵐威

暢氏の作品を購入 (謝礼金程度)させていただき、そらぶちｷｯｽﾞｷｬﾝﾌﾟへ寄贈する予定でした。ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでのｱｰﾄﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでは、重度

の障害を持つお子様とご家族も参加され、お子様の色使いにおどろき、新たな発見があり、とても喜ばれていたのを思い出します。五

十嵐威暢氏の作品が今後も、難病や重度の障害をもつ子どもたちとご家族に癒しの空間をもたらしてくれることと思います。本当にお

世話になりました。そして、私たちも大切な気付きをもらいました。


